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和文要旨

自己がイメージする自分の年齢を主観年齢と定義し研究を行っている。 主観年齢は、他者の顔画像が自分より年

上か年下かの年齢判断課題を相対的に行ってもらい、得られた評定値の分布データから「同い年と感じる顔画像の

年齢」を求める乙とで得られる。日本人および米国人における顔画像を用いた主観年齢は総じて実年齢より若くな

った。このとき、自己若年視傾向の要因としては、(1)自己の顔の蓄積記憶による牽引の要因と、 (2)社会心理的な

要因，の2つの可能性が挙げられた。本研究では、(1)顔の蓄積記憶による牽引の要因について考察するため、旧

知(兄弟姉妹)の他者顔と未知の他者顔の相対的年齢比較課題を実施した。その結果、 未知の他者顔に比べて、旧

知の顔を若年視する傾向が確認された。乙れは、顔の経年変化が蓄積記憶された結果、年齢イメージが若年方向へ

宣告引されることを示唆している。本研究の結果より、顔の若年視傾向の要因のひとつとして、蓄積記憶の影響があ

ることが示唆された。

キーワード・顔画像、主観年齢、実年齢、非線形回帰分析

Keywords : Facial images， Subjective age， Real age， Non-linear Regression Analysis 

1. はじめに

コミュニケーシヨンにおいて、人は相手の顔や

声などの情報をもとに相手の性別や年齢など様々

な属性を推定する。中でも年齢は、相手との関係

性を決定するための非常に重要な情報の lつで

あり、我々は年齢の情報を基に相手との関係性に

ふさわしい態度や言葉で按しようとする。ところ

が、我々はしばしば、相手の年齢を実年齢より高

く推定し、後になって「もっと年上だと思ったの

に 」と意外に感じることがある。

筆者らはこの「他人の顔は年上に見える」傾向

が、相手の年齢推定を誤ったのではなく、自己の

年齢を実年齢よりも若く知覚しているため引き起

乙された現象であると仮定し、 日本人および米国

人を対象に研究を行ってきた [1卜[4J。具体的に

は、まず評定者に実際の対面的なコミュニケーシ

ヨン状況と同様に、呈示された他者の顔画像が自

分より年上か年下かの相対的な年齢判断課題を行

ってもらい、得られた評定値の分布データから、

「同い年と感じる顔画像の年齢」を「主観年齢J[5] 

[6]として算出した。日本人および米国人の主観

年齢を図 lに示す。

その結果、 1) 日本人および米国人の主観年齢

は総じて自己若年視の傾向があること、 2) 日本

人男性は米国人男性と比べて、 主観年齢の値が顕

著に低いこと、 3)顔画像(評価対象)の国籍の
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蓄積記憶を持つ兄弟姉妹の顔を用いて、未知の他

者と比較することで蓄積記憶による牽引(若年視

化)が生じるかどうかを検証する。

2. 年齢比較課題の概要

本研究では、顔の蓄積記憶による務引の検証を

目的として、下記の実験そ行った。

[実験 I]旧安日の他者 (兄弟姉妹)と未知の他者

の年齢比較課題

またコン トロール課題として、下記の実験をあ

わせて行った。

[実験 III未知の他者と未知の他者の年齢比較課

題

以下に実験の詳細について記述する。とれらは

主観年齢推定実験[1卜[4J;を踏襲したものとなっ

ている。

違いと主観年齢の聞には、関連性が見られなかっ

たとと、 4)同国籍の人の評定結果よりも、他国

籍の人の評定結果の方が分散の値が高い傾向にあ

ること、 の4点が日月らかとなった。

さらに、自己若年視の傾向は、顔画像刺激の物

理的特性の要因ではなく、評定者の内的特性に基

づくものであり、その要因としては、(1)過去

の自分の顔の記憶によって、現在の顔のイメージ

が実際より古い(若い)方向へ引き摺られる効果

に基づく、人種や国籍に関わらない普遍的な要因

(r顔の蓄積記憶による牽引」と呼ぶ)、 (2)謙遜

的態度や社会的地位を重んじる文化的要因、また

はそれに伴う自信などの社会心理的要因、である

ことが示唆された。

2.1. 実験参加者

日本人評定者 12名 (男性7名、女性5名)に

実験I・実験 IIの課題を実施した。各評定者は

20歳から 32歳の閣であり、それぞれ兄弟姉妹(評

定者との年齢差の絶対値は平均 5.3歳)がいる。

評定者とその旧知の他者(兄弟姉妹)のプロフィ

ールを 3章の表 lに示す。

匝盃亘femalEl
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Age group 

(b)評定者日本人、

顔画像米国人
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(8)評定者 日本人、

顔面像日本人

2

0

之

4

4

ω
由。
ω〉
=
o
o
E
2ω

半。。
2
0〉
ω
E
a
o
zト

2.2. 実験刺激

未知の他者の顔画像として用いる実験刺激は、

20歳から 59歳までの成人で、性別については、

ほぽ均等数用意されている。これらの画像は、性

別ごとに 20歳から 59歳まで 5歳間隔で年齢層

にクラス化されており、各クラスには少なくとも

男女それぞれ 15枚以上の顔画像が含まれている。

顔画像の例を図 2に示す。 また、旧知の他者(兄

弟姉妹)の顔画像を、評定者それぞれに用意して

もらった。ここで、各画像は 300x 350ピクセ

ルのディジタル形式であり、すべてカラー画像で

保存されている。

なお顔画像については、収集を容易』こするため、

特別な撮影条件・照明条件などは設けない方針を

これまで採ってきた。答わりに十分な枚数の画像

を用意し(必要枚数の 3- 4倍、日本人画像で

常時約 250枚)ランダムに抽出することで条件

のばらつきを押さえている。また時代や文化の影

響を受けないように、撮影後数年を経た画像は外

したり、評定結果から偏った評価を集めやすい画
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本研究では、 r(l)自己の顔の蓄積記憶による

牽引の袈因Jについて検討するため、旧知の他者

(兄弟姉妹)と未知の他者を比較する年齢比較課

題を新たに提案する。最終目的は、自己の顔の蓄

積記憶によるバイアス分を、年齢推定値から分離

抽出するととであるが、これは非常に困難である。

そこで、自己の顔の蓄積記憶の替わりに、 同じく

画亘E量亙遍
25-34 35-44 45・54

Age group 

(d)評定者米国人、

顔面像米国人

図 1.性別および年齢層別の主観年齢
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像は刺激として妥当でないとして外すなど、常に

画像の更新を行うととによって、画像のばらつき

の影響を巌小限にとどめている。

また兄弟姉妹の顔画像は、他の評定者の未知の

他者の顔画像として利用することにより、カウン

ターバランスを取っている。

図2顔画像の例 (25-29歳7ラス)

(本人より許可を得て掲載)

2.3. 実験の手順

実験Iに関しては、実験参加者の旧知の他者(兄

弟姉妹)の実年齢が属するクラスと上下のクラス

についての未知の他者の顔画像が、比較画像とし

てランダムに選択された。具体的には、実験参加

者 l人当たり、 5枚c1クラスあたり) x 3 (年

齢層クラス) x 2 (性別)で計 30枚の比較画像

が選択された。旧知の他者の顔画像と、この比較

画像の中でランダムに選ばれた l枚を、 PCのデ

ィスプレイ上に並べて呈示し、どちらが年上また

は年下に見えるかを 5段階の評定でもとめた。

ζのとき使用するシステムの実行画面を図 3に

示す。 これを全比較画像について行い、計 30個

の評定値を得た。

E~里，m 園田町周囲E・E・-

一一甲山相一

図3 システム実行画面

実験 Ilに関しては、まず、実験参加者の旧知

の他者と同姓別で年齢差が士2歳の顔爾像 5枚

を基準画像としてランダムに選択した。次に、旧

知の他者の実年齢が属するクラスと上下のクラス

の顔画像 30枚の内、基準画像を省いた 25枚の

顔画像を比較画像として選択した。基準図像 5

枚の内の l枚と比較画像 25枚の内の l枚をそれ

日本顔学会誌十一巷号

ぞれランダムに選びぺアを 25組作る。さらに、

基準画像 5枚の中でランダムに 2枚選びペアを

5組作る。 PCのディスプレイ上に、ペアの顔画

像を並べて呈示し、どちらが年上または年下に見

えるかを 5段階の評定で求め、 30(25+5)回の

評定そ行ってもらった。ことで基準画像を 5枚

としたのは、基準画像により評定が偏るのを防ぐ

ためである。

上記の 2つの実験で、 実験lの旧知の他者の顔

画像と、実験 IIの基準画像(基準画像同士の比

較の際は、兄弟姉妹の実年齢により近い函像)の

下に年齢を表示した。これは、実験Iの旧知の他

者の年齢は知っているが、 実験Hの基準画像の

年齢は知らないという実験問の差をなくすためで

ある。

2.4. 年齢比較バイアス値の推定法

評定データは実年齢差(実験I 比較画像旧

知の他者顔画像、実験 II 比較画像基準画像)、

および顔画像に対する評定値 (1日知の他者顔画像

または基準画像を基準として 「絶対に年上 (2)J、

「たぶん年上(J)J、「どちらとも言えない(O)J、「た

ぶん年下(ーJ)J、「絶対に年下 (-2)J)の組み合

わせによって構成されている。とのデータを、著

者らの主観年齢推定方法と同様に、 X軸に実年齢

差、Y軸に評定値をとる 2次元平面へと投影した。

各評定者のデータ分布 (1評定者あたり 30個の

評定値)に対してロジスティック関数を用いて非

線形単回帰分析を適用した。図 4aに適用例を示

す。

本研究で扱うロジスティック闘数は無唄大小で、

それぞれ 2，ー2に収束するので、以下の式を仮定

する。

4 
y = _ -2 

1 + exp( -a(x -b)) 
)
 

-(
 

ここで、パラメータ αは曲線の傾きを、パラメー

タbはχ軸との交点を表す。非線形単回帰分析に

よりパラメータ a，bの値を推定し、パラメータ b

の値を旧知の他者顔画像または基準画像の「年齢

比較バイアス値」と定義する。全ての評定者に対

して年齢比較バイアス値を算出した結果を図 4b

lこ示す。推定された回帰曲線の重決定係数の値が

極端に低いデータ (R'< 0 1)を外れ値として除
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外し、残りのデータ(実験1: 11名分、実験 11:

12名分)を対象にそれぞれ平均と標準偏差を求

めた。

4 
y • L 

1+叫 cp(-036(x-2.51))

R2 == 0.578 
• 2 

相

理
川
相
肱 5 

1 

2 

実年齢差(比較画像一基準画像)

(a)非線形単回帰分析の適用例(各点が評定値を表し ，

曲線が口ジスティッヲ関数による近似結果を表す)

組
似
肱

実年齢差(比較画像一基準画像)

(b)全ての評定者に対する年齢比較バイアス値の算出例

図4 年齢比較バイアス値の算出方法

なお近似モデルにロジスティック関数を採用し

たのは、バイアス値の定義となる 「同い年と感じ

る年齢J(年上と年下の切り替わり、すなわちゼ

ロクロスポイン 卜)がパラメータ bとして直接

算出でき、また、外れ値の抽出が重決定係数によ

ってできるという利点等による。

3. 結果と考察

実験 Iの旧知の他者顔(兄弟姉妹)と未知の他

者顔の年齢比較課題と実験 IIの未知の他者顔同

土の年齢比較課題に関する結果を表 lと図 5に

記す。

実験方法の違いがバイアス値に影響を及ぼすか

どうかを検証するため、 実験方法を要因、年齢比

較バイアス値を従属変数として、一要因分散分析

(要因の効果そ判定する統計的仮説検定の一手法)

を行った。その結果、実験方法問で有意な主効果

(要因が従属変数へ与える単純効果)がみられた

(F 0.21) = 6.83. P < .05)。これは、未知の他者

顔に比べて、旧知の顔を若年視する傾向を示して

いる。つまり、旧知の顔に対する蓄積記憶が、旧

知の顔イメージまたは年齢イメージを若年方向へ

牽引することが確認された。本研究の結果は、自

己の顔の蓄積記憶が、主観年齢における自己若年

視傾向そ引き起こすという仮説そ支持するもので

ある。

表 1 評定者 ・顔画像のプロフィール、および年齢比較

ハイアス値についての記述統計量

z 実¥1:1(1 実 E

出 左手前 性別 関係 年齢 性別 "イ7ス'" バイアスi直
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図 5 日本人における年齢比較バイアス値

4. おわりに

本研究では、旧安日(兄弟姉妹)の他者顔と未知

の他者顔の相対的年齢比較課題と、未知の他者顔

同士の相対的年齢比較課題を実施し、自己若年視

傾向の要因の lつである顔の蓄積記憶による牽

引の要因が年齢推定に及ぼす影響について考察し

た。その結果、未知の他者顔に比べて、旧知の顔
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老若年視する傾向が確認された。つまり、旧知の

顔に対する蓄積記憶が、旧知の顔イメージや年齢

イメージを若年方向へ牽引することが確認され

た。本研究の結果は、顔の蓄積記憶の要因により、

従来の主観年齢でみられた自己若年視傾向を引き

起こす可能性を示している。

今後の諜題としては、サンプリング数が十分でな

いので、 サンプリング数君主増やすことが第一の課

題として挙げられる。また、今回は評定者が若年

層に限定され、その結果として顔画像や兄弟姉妹

条件についても限定的な実験となったが、 今後は

各年齢層に拡げ、より一般的 ・普遍的な傾向に関

して検証を行う。さらに、評定者及び旧知の他者

顔の性別、年齢層や国籍における差異についても

詳細に検討していく。最後に、旧知の顔ではなく、

日本顔学会誌十一巻号
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英文要旨

We have studied a way of estimating one's own age as "subjective age" of a perSOTI. We asked participan旬

to judge whether the person in the image was older or younger than themselves and derived the age of the 

facial images as the same age identified by p町 ticipantsvla the distribution of rating values. The subjective 

age esti皿 atedby Japanese and Americans using facial images generally tended to be younger. In addition， the 

factors responsible for the construction of a younger identity include the effect of delus目1凹onsof the accumulated 

皿 emone田sfrom on凹e'、SQwn past (younger) fac口ialimages and the 50舵c口1凹o一ps町ycぬh叫 0略gl叩ca叫Ieffects. In t.出.hi凶sstudy， we 

conducted an age comparative study of the facial image of well-known people， such as brothers or sisters， with 

that ofunknown people to verify the pull ofthe accumulated mernories from the past. The results indicated that 

people perceived well-known faces as younger than unknown faces. It suggested that the accumulated memory 

of past younger faces influences subjective age in a younger direction 
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